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BIOS 7 ニュアル 


BIOS t ットアップユーティリティとは 

BIOS t ットアップユーティリティとは、 BIOS の設定を確認•変更するためのッールです。 

セットアップユーティリティは、本体に内蔵され てし、 るマザーボード上のフラッシュメモリーに格納され てし、 ます。 

このユーティリティで定義される設定情報は 、 CMOS RAM と呼ばれる特殊な領域に格納されます。 

この設定情漸ま、マザーボードに搭載されてし巧バックアップ電制こより保存され、システムの電源を 
OFF したり、リセットしても消えることはありません。 

ONKYO 製バーソナル〕ンピューターシステム（レ a 下、「システム」と記述）は、出荷時の BIOS 設定で最適 
動作するように設計されてしけす。お客様自身によって BIOS 設定の変更を行う場合は、あとで現在の設 
定を参照できるよう、メモなどに記録しても'〈ことを強〈わ勧めしかこします。 

システムに接続されてし巧個々の A - ドウエア構成(外部接続端子への接続を含む)や、 

お客様の使用環境によっては本書の表示との差違が生じる場合があります。 

己 IOS とは 

BIOS とは、システムのハードウエアを利用したり、制御するための基本プロヴうムの一つです。 

(BASK In/Out SYSTEM : ハードウエアと OS の橋ミ度し的な機能を司る） 

搭載されてし巧 CPU 、 メ刊一、ノトドディスウ、ビデオシステム、チップセットなどの基本動作に関する設定 
情報を CMOS RAM 領域に保存し、システムが起動するときに前回設定値との内容を比較することで、 
本体に変化や異常がなし々、の自己診断を行しけす。 

BIOS が使用する各種設定情報を変更するためのプログラムが、 BIOS セットアップユーティリテイです。 
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/ -を意事項 



BIOS 設定を間違えますと、システムの深刻なトラカレにつながることがあります。 
設定変更される際は充分に御を意いただ〈とともに、このマニュアルに 
記載されてし巧内容をご理解いただけない場合は変更を行わないことを 
強くわ勧めしホします。 


BIOS 設定のを更により正常に動作しな〈なった場合、ならびに、 

わ客樹こよって設定されたパスワードの忘失に起因する動作不良につきましては、 
保証期間中であっても弊なサービス t ンターでの有償修理となりますことを 
ご了承くださし、。 
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基本操作 

• BIOS セットアップ: L - ティリティを起動する 

1. 外部キーボードを接続し、システムの電源を入れます。 

2. ONKYO ロゴ画面が表示されたら、 [ DEL ] または [ F 2] キーを巧します。 

3. BIOS t ットアップユーテイリテイが起動します。 （下図参照） 

• BIOS セツトアップユーティリティを操作する 



[ 参考画像：トップメこュ -] 


T / i 

アイテムを選択します。 

户/一 

にュ-を選択します。 

-/+ 

-A キ-で値を操作します。 

F 1 

ヘルプを表示します(英語)。 

F 2 

設定値を変更前の値に戻します。 

F 3 

工場出荷状態の設定を呼び出します。 

F 4 

設定を保存して、 BIOS セットアップユーテイリテイを終了します。 
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ESC 

操作中のメニューを終了するまたは Ext に移動します。 

Enter 

選択もしくはサブメニューを表示します。 




• 設定を保存して、 BIOS t ットアップユーティリティを終了する 

1. 目 IOS t ットアップユーティリティを起動します。 

2. "Save & Exit" タブを選択します。 

3. "Save Changes and Exit " を選択し、 Enter キーを押します。 

4. "Save configuration and Exit?" と表示されたら、" Yes" を選択し、 Enter キーを巧します。 

5. BIOS t ットアップユーティリティが終了し、再起動します。 

X 2〜3 までの作業を、 メニ ューのあらゆる階層から [F4] で行うことも可能です。 


• BIOS 設定を初期化する（エ巧出荷状態） 

1. BIOS t ットアップユーティリティを起動します。 

2. "Save & Exit" タブを選択します。 

3. "Restore Defaults " を選択し、 Enter キーを巧します。 

4. *'Load Optimized Defaults?" が表示されたら、" Yes" を選択し、 Enter キーを巧します。 

5. "Save Changes and Exit " を選択し、 Enter キーを巧します。 

6. "Save configuration and Exit?" が表示されたら、" Yes" を選択し、 Enter キーを巧します。 

7. BIOS セットアップユーティリティが終了し、再起動します。 

X 2 〜 3 までの作業を、メニューのあらゆる階層から [ F3 ] で巧うことも可能です。 

※[口] 一 [Yes] 一 [F4] 一 [Yes] でも BIOS 設定初其月化ができます。 

• 変更した設定を破棄し、変更前の状態で保存する（設定保を前） 

1. "Save & Exit" タブを選択します。 

2. "Discard changes and Reboot " を選択し、 Enter キーを巧します。 

3. "Reset without saving?" が表示されたら、" Yes" を選択し、 Enter キーを巧します。 

4. BIOS t ットアップユーティリティが終了し、再起動します。 

X 2 〜 3 までの作業を、メニューのあらゆる階層から [ ESC] で行うことも可能です。 
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高度な操作 


な下の操倘こついては、システムに深刻なダメージを与えることがあります。 

内容を変更する樹まごを意いただくとともに、下記内容をご巧解いただけない場合は 
変更を巧わないことを、強くわ勧めいたします。 

BIOS 設定の変恐こよ0正常に動作しなくなった巧合及び、 

設定巧みのバスワ-ドを忘失したために起動できなくなった巧合は保証対を外 
となりますので、算社サービスセンターでの有償修 a となります。 


◎ PXE 起動オプション ROM を設定する 

"Boot" タブー "CSM parameters" 一 "Launch PXE OpROM Policy" メニユーー [ 値の変更 ] 
有効にすると、 PXE 経由でシステムを起動できます。 

◎ マスストレージのオプション ROM を設定する 

"Boot" タブー "CSM parameters" 一 "Launch Storage OpROM Policy" メニ ユーー [ 値の変更 ] 
Storage OpROM のち効、無効を設定します。 


◎ SerialATA デバイスの動作モードを設定する 

" Advanced " タブー "SATA Mode Selection" メニュ —— > [ IDE ] / [ AHCI ] / [ RAID ] 
デフォルト状態から変更すると、 プリインストールされた Windows OS を起動できなくなります。 
BIOS 設定の初期状態に従って、変更せずにわ使いください。 


◎ Intel® Rapid Start Technology について 

X ラピッドスタートテクノロジーにつきましては、本製品では御使用になれません。 

◎ USB の動作モードを設定する 

" Advanced " タブー "USB Configuration" メニユーー [拡張/ニュ —] 

レガシイ USB の設定や通信バラメータの設定ができます。 
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◎ BIOS バスワ-ドを設定•解除する 

システムの起動、わよび BIOS 設定の変更を、パスワードにより制限を巧います。 

〇管理を ( Administrator ) パスワ—ドの設定方を 

"Security" タブー "Administrator PassworcT メニューー Enter キーを巧して〈ださい。 
[Create New Password] 

にて設定したいバスワードを入力し、 Enter キーを巧してください。 

[ConTirm New Password] 

にてもう一度同じバスワードを入力し、 Enter キーを巧して〈ださい。 

X 既にバスワードが設定されてし、るときは [Enter Current Password] が表示されます。 


〇管理を ( Administrator バスワ-ドの解除方ま 

"Security" タブー "Administrator PassworcT メニューー Enter キーを巧してください。 
[Enter Current Password] 

にて設定済みのバスワードを入力し、 Enter キーを巧してください。 

[Create New Password] 

には何も入力せず、 Enter キーを巧してください。 

に rear Old Password. Continue?] 

にて "Yes" を選択し、 Enter キーを巧してくださし、。 


X バスワード設定操作手順は、 User Password についても同様です。 


f パスワードの忘失について 

バスワードを忘失すると、システムの起動ができな〈なります。 



User Password を忘れた場合は 、 Administrator Password で BIOS セットアップユーテイ 
リテイを起動して 、 User Password を再設定してください。 


Administrator Password を忘れた場合は、修理(有償)が必要となります。 
無償修理期間であっても有償となりますので、ご注意ください。 
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